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•核子に対する QCD sum rules

•解析結果

•まとめ

•結果のInterpolating field 依存性

•Introduction
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を用いてハドロンの性質を調べる

: interpolating field
目的のハドロンと同じ量子数を持つ

Operator Product expansion (OPE)で計算
ハドロンの情報を含む

スペクトル関数の形を’Pole + continuum `と仮定する。

従来の手法 :

)(t



ベイズの定理

• ρ メソンの解析

• 有限温度下でのクォーコニウムの解析

MEMを用いた解析の成功例

‘Pole + continuum `の仮定が必要ない。

尤もらしいスペクトル関数を得ることができる。

Maximum entropy method (MEM)を用いた解析の利点

を最大にするρは？ MEMで導出



従来、 β=-1で解析が行われてきた。

ただし、

Interpolating  field



Gaussian sum rule

Borel sum rule

‘変形` 無次元
（ で定義）



1370MeV 1700MeV

first peak は から大きく外れている。

Interpolating field :



1050MeV

Continuum state

に対応するピークを得る事ができた。

Interpolating field :



Interpolating field :

どのInterpolating fieldが核子とcoupleするかを調べる。



Interpolating field :

パラメータの範囲を同じにしで再び解析

β=-1,-0.5,0,0.5 の場合、 付近にピークを得る事ができた。

に対応する状態は とcoupleする。



Interpolating field :

Lattice QCD による結果

: 核子の基底状態と強くcoupleする。

: 核子の基底状態とほとんどcoupleしない。

解析結果は lattice QCD の結果と一致



1630MeV

Interpolating field :

基底状態とは異なるpeak



は負パリティのN(1535),  N(1650) とcouple する？

Interpolating field :

Positive parity Negative parity

1630MeV



Borel sum ruleでは,核子の基底状態の解析に失敗

Interpolating fieldと基底状態とのcoupleの仕方は
lattice QCDの結果と一致した。

Gaussian sum rule では、核子の基底状態の解析に成功

Interpolating field : は励起状態とcoupleする。





Borel sum rule

Gaussian sum rule



The result by 
using OPE Data :

The result by 
using Mock data : 

where

Continuum state


